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金融商品取引被害・調査カード

  年  月  日

（この調査カードに記入した日付を書き入れてください。）

 以下の項目について、あてはまる項目に○をつけ、また空欄を埋めてください。

 全項記入するようにお願いいたします。

お名前             （ 男 ・ 女 ）

生年月日     年  月  日生（当時   歳）

自宅住所 〒    －    

自宅 電話番号              ＦＡＸ                

携帯番号                 

職業（勤務先名）                              

弁護士から連絡する場合に希望する電話番号 

                （自宅 ・ 携帯 ・ 勤務先・ その他）

連絡する場合の希望時間帯     時～   時頃

・ 被害にあった金融商品の種類は何ですか 

１ 先物取引  ２ 外国為替証拠金取引  ３ その他（        ）
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１．業者について

相手方業者の名前                          

   支店・営業所                            

   所在地                               

   連絡先                               

   担当者名（全部お書き下さい。現在の担当者に○をつけてください。）

２． 被害内容 

(1) 今回の取引期間 

    年   月   日 ～    年  月  日

現在も取引を継続していますか    はい ・ いいえ 

(2) 投資した金額について 

 ① 現在までの投資額        円 

 ② 現在までの返金額        円 

 ③ 差し引きの損害額        円（①－②） 

(3) 取引した市場と商品（わかるものを、すべてあげてください） 
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３． あなたのことについて

(1) 最終学歴                            

(2) 現在の仕事の具体的内容                     

(3) 今回の取引以前に先物取引の経験はありますか  はい ・ いいえ  

(4) 株取引の経験はありますか           はい ・ いいえ  

(5) 取引のきっかけ 

① 訪問勧誘  ② 電話勧誘 ③ 店頭訪問 ④ セミナーに参加

⑤ 知人の紹介 ⑥ その他（        ）

(6) 経過及び事情について 

次の頁の用紙にお書き下さい。（お金を払った経緯を中心に、できるだけ詳

しく記載してください。）

４．これまでに相手方の業者と返金の交渉等をしている場合、その経過を記載して

ください。

５．あなたが納得できないという理由はどのようなものですか。
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年月日 時間 場所
相手方の

人物

事実の経過

（何があったのか）

あなたの判断・感想

（何を考えたのか）


